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12. 尚絅の校歌・学院歌 
 
12.1 尚絅女学校校歌 
 1917(T6)年11月、尚絅女学校創立二十五周年記念祝賀行事
が、五日間にわたり盛大に行われた(本資料 p.22-23参照)。初
日の11月21日に行われたのは、新礼拝堂兼講堂での夜の音楽会
であった。最後を締めくくったのが、生徒一同によって初めて
披露された「尚絅女学校校歌」(現在の尚絅学院校歌にあたる)
である。この校歌は土井晩翠作詞、佐々木英作曲。あれから百
年経った今でも、多くの同窓生に愛唱され歌い継がれてきた名
曲である。  
  「橄攬山の夕暮れの…」と始まる歌詞は、1919(T8)年5月に
公にされた土井晩翠の第四詩集『曙光』に収められている。当
時、第二高等学校(旧制二高)の英語教授であった晩翠は、彼の
教え子たちがブゼルのバイブル・クラスで大きな感化を受けて
いたことを知っており、ブゼルと尚絅女学校に敬意と期待を寄
せていたようである。  
 一方、作曲を手がけた佐々木英は、兵庫県出身で東京音楽学
校(現在の東京芸術大学)甲種師範科の出身であった。佐々木は
そこで尚絅女学校の卒業生池田むねと出会う。彼女も同じ甲種
師範科で、卒業後仙台に戻り尚絅女学校の音楽教師となる。時
あたかも尚絅女学校創立二十五周年記念行事を翌年に控えた時
期であった。土井晩翠作詞の校歌の作曲は、池田むねを通して
当時作曲活動に力量を発揮していた佐々木英に託されたのであ
った。  
 
 

 

作詞 土井 晩翠 (1871 ‒ 1952) 
 

 明治期の詩人、英文学者。仙台の北鍛冶町(現在の青葉区木町通二
丁目)に生まれる。本名は土井林吉(つちい・りんきち)。1934(S9)年に
「どい」と改称。第二高等中学(後の第二高等学校、東北大学の前身
校の一つ)に入学し、吉野作造と交友を結ぶ。その後、1897(M30)
年、東京帝国大学英文学科を卒業。在学中から雑誌「帝国文学」の編
集委員となり、1899(M32)年、第一詩集『天地有情』を刊行。これが
好評を博し、藤村・晩翠時代を形成。「荒城の月」(滝廉太郎作曲)の
作詞者として最も広く知られている。1949(S24)年、仙台市初の名誉
市民、1950(S25)年には詩人として初めて文化勲章を受けた。  
 
 

作曲 佐々木 英 (1892 - 1966) 
 

 兵庫県印南郡阿弥陀村魚橋(現在の兵庫県高砂市)出身。1916(大5)年
東京音楽学校(現在の東京芸術大学)甲種師範科卒業。浜松師範在職中
に「青い鳥」を作曲。1922(T11)年上京、1924(T13)年「青い鳥楽
譜」を発刊して自作を発表。のち、ビクター、キング、コロムビアな
どの専属作曲家として童謡を中心に数千にのぼる作品を残した。主な
作品に「月の沙漠」「お山の杉の子」「赤ちゃんのお耳」など。  
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